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ノ:ルイの縄維三拝iF:合皮カ＼ 井o)ノ∴,LL/申 月少純 Lた紙U)F]拙 I:-と如何なる酢係を有す るかの問紬 二
対 しては,今 日と軒 も開催な解答を与 える事は囲鞘である｡
従っ て,ノこ′レフの繊維素重合度を測 定する事に依って/.製綿 f巨 ′し-ソとしての晶F:を検定 L得 る
や否やに就 て も,硝多 くの議論の余地を宛 している｡
みな らず,ノごルプの榎難,紙の硬軋 紬 =tt･の任期等に依って も,其問 の事情が興って来 るからであ
るが,根本的 には繊維 白身,或は フイ ブ リノレ白身の強度 と繊維 素重合度 との関係す ら,今 日充分に
判っていない と云 う事に起因している､〕
併 し′巨J,繊維素軍 斜夏が軌酢素鈍の_冊 索を示す 尺座である以上,鱗酢,或 は紙の強度 に影響 を
!手えない筈はない,事実或条件下に於ては繊維素取 合度 と組の卿 女との問にはJ iiの関係か 帖 'fこす
る と思われ る点がある()
何故ならば,既製 の紙の強度は紙を構成す る繊維 又は ソイブ リル問 の絡合性か支配的の意味を宥
ち,繊維白身, ソイグ リル自身の卦 度は寧ろ無現 し得 る と考えられ る場 合に於 て も,製紙 J~二程車 に
は叩解作用等 の機柳 川JR壊作 J=Hを受ける故に,繊維封土其の繊維の構 成酎 立であるソイブ リルの破
壊拭抗,即ち共等の強度鶴 が当然,見終製品たる紙の頻度を浩一足す る所要なる因子 をな していると
考えられ るからである｡
斯る見地 よ り,繊維叉は ソイブ りルの切断程度 と繊維素取 合庇 との圃係を一･層括師 こ検討す る事
は,上京澗 瀕解洲 こ際 しての党潮 岬班であると考えF)れ る口
/jJ諭, 凡て扱壊は肢弱の部 分に於 て起 るものである以上,繊維の切断頻度は,其の繊維の巌弱U)
部 分の強度である故 に,全体の平均他である箪合度 との聞係は一足の条件下に於 てのみ諭ずべ き事
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柄である事は云 うまで もない｡
扱て,木材パルプの繊維のみならず,一般の天然繊維の切断強度 と,繊維素重合蛙 との間係 も,
今日必ず しも明瞭ではない｡其れは切断現象其 のものも,其の本質に就いてほ明かでな く,繊維の
切断は繊維素鎖の切断であるか,繊維素鎖のと りであるか,将叉 ミセル集団,或は もっ と大きい単
位のフィブ リル集団の亡 りであるか等の問題も未だ充分に解明されていないからである｡




即ち桜田氏1)は ラミー続経を Nitrierung或は Acetylierung して繊維素鎖の副原子価力を変化
せ しめても,其 の強度が低下 しない事実より, ラミー繊維の切断には,セルロ-ズ鎖の主原子価結
合のみが関係 している,即ちた りの現象は関係 していないと結論 している｡

























ヒ i/)の硯象であるかa_)間髄 と,繊維の切断強度れ 継維素鎖の切断抵抗に原因 しているか,た りの
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極言するな畑 土,切断用灘 の車に,L l')か例え含 まれているとしても.舶 豆として測JiLJ二机扉
の再にどれ榎L l)の 勘 牢力か 含まれ ているか矧吊である｡ 射容力はエイ､守一-消曹を測定する畑の･鉦
性 には 大き く`影響を-//え Z,7/J･｣抑1tIIJIT畑 土ノ)如 き,最高荷市を測定 Lている制 のF和 光には 左なる距翌
)'Jiない場 F･hJ)∴F,-えご,jLる二串で方,f'こ′
1十って.切出.,/抑 豆とLて測 定 Lた敷植u)ノ高 い)-:i/古 Lhる も畑 土, しノ･ ′し ト-1 1両 cJ_)切 帖 こ椋囚して
いる場 合か, )＼こ然繊維に ､十二は ま,乙と考える三的土)(なる聞厘かない と黒鳥 )れる‥
然るに∴方では,斬 る 考 え方か 圧 牛でない とする論拠かないではない:
打 ち deB()n予 か 宥 L繊維 頼 j佃 か 1瑞江掠予価結 合の切断でお ,ると十九は, -し:′Ll~T- ,I:畔 ′)
二日京(-)lhrlj'詔 トの榔 衆エ ネ ′し十一鳥 岬 描†的に封丹Lて,穐維ul)-蝋 附 狛 酢に/.800kg/mmL･ iFf/JLでお
鉦 郁 圧 ､こdelj(u ･く畑 土Meyer-Markr'))-,j1-頑 に在って, Van derWaals ))の,左が穐緋のし細り.
に日射系しているとして計片を行 い, 124kg/mnllと Lたこ,
所か 圭際U)左然繊維U)切は眉根持た,r拙 ､ヰ汗)でこUj_Ili･I麦 畑 闘二項 ､敷値て,i･)るノ
亙 っ て 舶 'L.榊 )(肌 畑土, トとして上 り刷 ･見纂であると守 る考え方に導 H ilLii･となる､
川し′ト L Tj,,この点に匪 し了∴ K.H,MlIYI正 1は口 証 ,jJ 800-26()kg/m m 亡 の ｣:帽 腑 か 圭 測 伸 ノつ
100kg,/tnml再,'Jtの輝 と)(なる偏 E)のおる二三臣 畑 土 , 何等不,腎詣 で は な い と 立 ,/)) 如 く 説 明 し て い く ' :
丹 廿 ,-1理 論 佃 よ lnll11 L3 日 U ) /lT､轟け ) L･,L/｡ .---/risL'甘,同時に切 削 された として,-i川 ･を行った値でおるか,
よ ･)il)封即 ､進んで付 くr/L,if.[./)∴控え吊 し,桂一)て圭測 植〟) 10()k針′nlm -･' L'/)佃rt･Lf守 Lも乍粧,I卜ては
ない と考えらjLfJとしてい fJJ
l､J､L.a)如 ∴ 減縮 ノ)切 t畑 八 L,,L1 -. -ll-,雄 LUh切断か, I/TH恒一鉦L!Jj亘姐 j~恒 ､L リでお)る か 叫 吊緑
は,｣射 f_-充,J再こ解 沃 さjLていると考え左 裾 に圧し来ない-,l柾-)-Lr頼在の[=潮 干では,本局 ir作の出 ､左黙
繊維 の-L-)棉 -は i:_として_日京 [17'佃坤)切断でム リ, '/jltl-配 /ljJ);出 ､/＼吊棚 臣ノ)切は日工トとLて1J･1日 ,1//i
･j):.+ 十で;}6,,:,と考えろ封/JlliI'当 で右,L:ノと:i/うえ吊 ti,'J
然 帖 上 木 材 / こ ル -J･ J t 紺 湘 ∴勅 土石 ノ り,LW)切lLil,;は何れに軒 H Hjlと工 うに,八れは小町 亡ふ
;:Jと_!､うよ り他に適 当な 言 粧 しない 然 L'巨 ,, ソ [ゾ り /･L,)用 ]日日現象は 人㍑納経の其 れ よ 吊､.
左然乱維U刃口 Lに --1嵐 損 ､もtj)千,ち,1′昌 と署える三園iE'=憎 でLtj,;:'J=
史に,砧粧0)1歳朝 情貴に聞す,7J, 昔 [潮 相鉄に依 る畔右 肺 こri刷 ,厨 ,巨 セ ル説の 立場o)人 レ々フ)
甘-/こケ 阪 畑 二木材 .L､ノー ′Ll)-, 1 ノ りノ1トー 抹い い圧 糎 !,王 領 ノ ),I,(-一､十 一 汁 Af L･tノ ) .,Jj･/lJト ｣ , - )
･-,I:詰ii-,Lil:L､十 ':行 ､_lH 二した い
.F',I.J, L古 津 ･, と 刷 ･〔とレ照 井係を上目十十'て, A-,,J咋 段 ロ ,ー ･吊 膏十 机 一再 六 一 , i:瑚 凍 甘 一
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壊を惹起せ しめ,其の場合の強度低下の割合と葦合度低下の押合を,理論的 に追求 し,以って両者
の関係を求めると共に,其関係に影響を及ぼす Factorを探求 しようとする ものである｡
木 +-I/ゝiT'r71
1 ′仮定の設定






即ち上記の仮定は, ミセル集団或はフ ィブリル等のた りが起らない,或は多少起った としても,
測定した強度の数値に対 しては無視し得る程度であると考えるのである｡
以上の仮)tと同様な考え方は SIPPELLq)に依っても採用されて居 り,同氏は斯る仮定より木組繊










従って一-･股に t時間後の強度 Atは次式で表わす 事 が出来るO
At-(1-α)fA
-I+横軸に時間 (hrs)を,縦軸に強度をとり,元の強度を 10C)として,各時間に於ける強度を元
の強度に対する百分率で示す と,(1)式の関係は第 1図の如 く図示出来る｡
弦に aは崩壊の押合であ り,崩壊条件に依って-'定まる足新であるO即ち-時 間後に100本の繊維
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〝が充分小なる値を とる時は等 い ､と




pn,-:-l ;-fPn - ･ --刷
技 て ,(1),(31式 よ り軌平均 巾 合座 と
t の関係, 二佃こ酢 LF.I-と･と t の聞係を
Graphicalyに求める事が肝来る｡共
恥 仰 ,i-忘 として図示すると弟
2図の如 くなる,J
硝∴ 車合度 と紳士との国係を∴ 車 含
廿日一分率で諒守 と第3図の如 くなる｡
附 曲 目 L-十 五 】去(,- 令
I:.例示L上 し.
侶 卜吊 ｡舶 帖 ,I ()))締 (直凧 両 に机 汗,共 J)曲 線冊 洞 野 仁鉦 , 刷 灘 ′ノ't,ヒ射 ｢
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る曲線である事が判る｡
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3 以上の理論結果より推諭される事 柄e
我 々は現在の段階では,フ ィグリ,レ白身の切断強度を直接箕測する方法を知 らない｡ (単繊維の
切断強度は実測 し得るが,単繊維の切断強度には,所謂構造に依る影響が入って来るので,フ イブ





(1) 同質合度の K.P.が S.P.より強い理由の説明｡
従来,K.P.が S.P.よりも掛 ､と云われている｡ 其の意味は同産含度の K･P･とS･P･を比較
する時,K.P･は S･P･よりも歩机 ､紙を与えると云 う事であると考えられる｡
元来,K.P.が S.P.よりも掛 ､事の説明に対しては多くの見解がある｡即ち K･P･は S･P･よ
i)も繊維の崩壊される度合が少いからoK･P･は S･P･に比較 して繊維が柔軟であるからoK･P･ほ
S.p .よりもベン トi):1ン含有率が多いから｡K.P.の織紳 ま所謂 I)グ-ンの鞘が残っているから｡或
は叉 S.P.は酸処理されるため,所謂 transversefissuresIDJが.LH度,機械的強度が低TするO 等
/々の説明が為されている｡勿論其の何 れの説も一半の兵 理を語っていると云えるであろ う｡併し此
の問題に対 して最 も合理的な説明を与えるのは最近 GJAYME1)に依って提出された説であると考
えられる｡ 同氏は紙の強度に濃も影響を与えるのは繊維外層部のフ ィブリルの強度である,従って
パルプ全体の平均請合度が等 しくとも,有効 なフ ィグ l)ルの頚合度が S･P･の其れよりも大である
から, と説明している｡
以上の如 く,K.P.が S.P.より強い事現 離月には色/々の見解があるが,筆者等は前記の理論結
-巣から次の如 (,含華紳′､丹こ説明し得る事を認めたC,
即ち,我 が々普通,凍合度 と呼ぶものは,粘度法に依る所謂箪宣平均頚今度 (Pw)を拍 してい






詳 しく説明するならば,粘度法で得た平均譲合I勤ま:_i=_I.蓑 平均講曾度 (Pw)である｡ Pw とPn
(数平均頚合度) との聞係は Schulz】2)に依って,所謂不均--･度 U は次式で与えられる事が捧唱
されているcI
LJ-貰 - 1
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然るに S.P.は K.P.よりも不均一一性の大である事は,幾 多の実験結果の示す ところである､,
不均一--性の )ヾであると云 う事は, Pwが同-･であるなら Pnが小である事を京している｡即ち
S.P.は K.P.よりもPwが等 しい場合は Pnが小である事を-示しているO
即ち,原料を等 しくした場合,拙旨紺を法で蒸解 した場合 と, ク ラ フ ト法で蒸解 した場合では,-ri
(紺 夏法)は K.P.の其れ よ･')高 く珊われるかに)であるし)
以上の如 く, K.P.がより廉いと云われる蝕力の-つは此所にあると考える事が旧来,乙｡
(2) ST^ = )lNGF:1亡1:;)｣損こ CIJB眺 NS andRIDGl押 の曲紬に対 す る見難｡
/(rl'凍 STAUT)lNGl:7亡 や C1-TL川ENSandRtDGE 等に依って宰駈的に認められ,其稜 多く()十人 に々
依っても認められている所の,繊維の切断榔iI二と絹針要との関係rf怖 服 ,第7図の n-3,4,5の場
合の如 き形 として理解 されているがその原因に関 しては,充分な説明か与えられていない｡
人造絹糸に就いては金丸氏等の説 明があるが,榔 夏が重合一度700-800前後の 所かF)急低下する事
の説明又 高重合度評では頻度か重合度 と無関係である事の説抑 こ升して,撒経の切断にはた りが関
係すると云 う考え方が基礎 となって 屈 る場合が 多い,｡
併し′トLLl),仮 りにた りか関係 しな くても,斯る曲線が得 らるべき筈である事は,第7図より明ら
かである,Jnが人である如 き碩細構造を有する繊維 は STALJT)lNGE二との‡現捌 日経の如き形を採る筈
である｡併し乍ら n-1の如 き陳細構造のものには,恐 らく当てはまらない と思われ る｡
即ち,繊維の切断指鹿 と娼合皮 との関係は,其の繊維の微細構造に閏ける差異,即ち n類の如何
に依 り種 々の形を採るべきであると考えられる｡
('3) G.JAYMr : 1 Jn 0) 説に対する且酢 )
甘 甚 G.J Y^Ml三が頻度 人なるノミルイを得たいなJ,(,よ,燕傍に依って串斜L.冒 _-150()艮 卜に世下さ
ltd-てほな らない とこきi-つているが,其の様な1-畑去針目結 論に対 して,第7抑 土,理論的 i項 ､j-を している
と且る寺は号=来るC
結晶領域宣 , -帖 こ其u)長さ等に就いてはキト:‖最踊 ､ないが,仮 りに前門氏の説に従えば,木材ノご
ル-′の結晶領域の長 さを 250-300glucose盲軒･L/:と札 結晶裾城端を50tTfi(;宙雁 と枯れは, 種計真
1500のものは n-3の曲紬に机当すると考えられる.｡仕って車含度を1500上nrに蒸留に依って低下
せ しめると,其の後の処理に依って繊維の切断か 著しくな [)5-jIく従ってビーーナング,其の什囲)榊 戒







(1) フ ィブ リルの切断動 蛙は,切断部の非 晶附 き紺糾こ有-･在 し前 /後の結晶領域を連絡 している所の
Tjilzl/こ数平均貢合壁低下Ff摘iとを理論的に求め得る事を述べた｡
{12) 紬 こ両者の関係に影響を与える閃丁 (n勲)をも含めた甥諭式IT机こ理論日柄泉を導いた｡
t時間後の強度 Atは次式で与える事が.F_悶ミるo
A,-(1--a)fA･ a:崩壊繊維素鋳教の元に対す る割合
又 t時間後の葬坪 二均箪今度 Pn,ほ次式で与える事がJL'凍 る｡
pn勺 孟 話Pn n:二.[7･棚 順 当 ｡の結晶騨 妙 敷｡




従って,切断強度 と軍今度 との間係は,パ ′レプ繊維の撒細構造の業即ち原料の差等に依って一党
ではない事を推論 した｡
(51 更に理論結果より,既往の経験的事実舶 こ賓験結果に就いて二三の推論を行った｡





















i)ll, 三 言 nu-i Pn
Pn, :Poly11eri,/atjondegreesafterHlrS.
Pn .･ ク attilefirst.
･/ 二Sanlein(1)






(4〕 Therefore,wecarmotrecognizethatthere一ation ofstrength i(,palymerizati()Il
degreeisdefinitealdtlatjtisl′ariab1eacc()rdingt()tledifference()fmaterial,aldt()tlle
differelCenfpre-treatllent.
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